福祉サービス第三者評価機関一般社団法人神奈川県介護福祉士会

＜事業所名＞


発展的評価項目＜独自評価項目＞
～事業所におけるサービスの質の向上のためのシステムについての評価結果です～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業所名：　　比々多保育園　　　

取り組み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　取り組み期間
	PDCA
	取り組みの概略

	｢P｣
目標と

実践計画
	園の職員は、毎日出勤する職員と毎日は出勤しない職員、時差出勤する職員等、様々な人で構成されており、園全体・クラス内・職員間の伝達がうまくできていないことがある。伝達ミスを防ぎ、職員全員が情報を共有できるよう、「職員間の情報共有」をテーマとした。長期目標に「子ども一人ひとりの情報を職員全員で周知し、同じ気持ちで保育にあたる」、短期目標に「①情報を共有することの大切さを職員が認識し、伝達ノートを見る、または書く習慣をつける、②クラス会議の機会を設け、内容を会議で報告し、在園している子どものことをみんなが知っている環境を作る」をあげ、取り組みを開始した。

	｢D｣
計画の実践


	保育士全員が参加する勉強会（園内研修）の中で意見を出し合い、テーマの共有化を行った。各クラス毎のノートにするか、園全体の様子を１日毎に書くノートにするかも話し合った。話し合いの結果、取り組みの第一段階として、まず、書く習慣、見る習慣をつけるため、各クラスの伝達事項が確認できる１日１ページの形式の「伝達ノート」を選択し、活用を進めた。

	｢C｣
実践の評価


	「伝達ノート」を活用することで、①他のクラスの子どものことが、ノートを見ることで把握しやすかった、②見開きで１日分としたことで、一目で１日の様子がわかり見やすかった、③１日１ページにしたことにより、出勤をしなかった日のことも見ることができた等の効果があった。また、クラス内の出来事を書き込むという作業により、１日の振り返りを行うことができた。ノートを介して職員それぞれが情報を共有することができた。

	｢Ａ｣
結果と

改定計画
	園全体の細かい情報が職員に行きわたり、職員間のコミュニケーションがとりやすくなった。また、ノートでの情報共有だけでなく、口頭で情報を伝え合うことの必要性も、あらためて認識できた。今後も職員間の情報共有のツールとして「伝達ノート」の使用を継続していく。今回、ＰＤＣＡサイクルの取り組みを行ったことにより、今まで気付かなかった部分にも気付くことができたと感じている。


	＜第三者評価コメント＞

園全体の情報共有のツールとして「伝達ノート」を作成し、第１段階の取り組みを実践した。「伝達ノート」の活用を続け、長期目標の「子ども一人ひとりの情報を職員全員で周知し、同じ気持ちで保育にあたる」ことに向け、取り組みを継続するとのことで、今後の発展に期待する。



課題抽出項目＜独自評価項目＞
～内容評価項目について、次への取り組みを事業所が検討した結果です～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業所名：　　比々多保育園　　　


事業所による取り組み
	＜　Ａ１２　＞
子どもの健康管理を適切に行っている。
	自己評価の内容
	・登園時の受け入れの際、視診を行い、いつもと変わったことはないか、保護者に聴き、その日の体調を確認している。
・次亜塩素酸水生成器を設置し、生成された次亜塩素酸水を玩具やテーブルの他、保育室の消毒、園児や職員の手指の消毒等に使用し、衛生管理を行っている。
・感染症の流行時には、市からの警報発令の周知文書を掲示し情報を保護者に提供している。
・保育中に起きた園児の体調の変化については、マニュアルを整備し、どの職員でも対応できるようにしている。

・保護者に対しては、保育中の対応について、園のしおりに記載し、また、入園時の説明会で伝えている。
・「健康保護者連絡記録」を作成し、保護者に連絡を入れた時は、連絡を入れた職員が記入し記録を残している。



	
	自己評価で気づいたことについての今後の具体的な取り組み
	・感染症に罹患した児がいるクラスでは、保育室前のホワイトボードにて注意喚起し保護者に伝えていたが、感染症自体の詳細（症状・潜伏期間・治癒証明書の有無等）の情報提供は行っていなかった。保護者に細かな情報を提供する必要があるとの意見が上がり、現在は感染症自体の詳細も保護者に伝えるよう改善している。
・時期的に流行する感染症については、流行する前に保護者に情報提供していくことも必要ではないかとの意見があり、どんな方法がよいか、今後検討していく予定である。




	＜第三者評価コメント＞

子どもの健康管理について、現状を確認し、今後の具体的な取り組みを検討している。感染

症対策について、保護者への情報提供が不足しているのではとの意見が上がったことから、
改善策を検討している。改善はすでに行われているものもあるが、今後の取り組みに期待する。



職員間の情報共有





元年11～12月








内容評価項目のうち、＜Ａ１２：子どもの健康管理を適切に行っている。＞について、事業所全体で現状を確認し、今後の具体的な取り組みを検討した結果です。












